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【 請 求 項 １ 】
　 パ ー フ ル オ ロ 化 ポ リ マ ー が 不 安 定 な イ オ ン 性 末 端 基 を 全 く 有 さ ず 、
該 ポ リ マ ー が 式 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(式 中 、 R' F は R F ま た は OR F (こ こ で 、 R F は 1～ 5個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 直 鎖 も し く は 分 岐 鎖 の
パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 で あ る )に 等 し く ； X 1 お よ び X 2 は 互 い に 同 一 ま た は 異 な っ て 、 Fま
た は CF 3 で あ る )の パ ー フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル か ら 誘 導 さ れ る 環 状 単 位 か ら つ く ら れ 、
該 ポ リ マ ー が 、 少 な く と も 1つ の エ チ レ ン タ イ プ の 不 飽 和 を 含 有 し 、 任 意 に 酸 素 原 子 を 含
有 す る パ ー フ ル オ ロ 化 コ モ ノ マ ー か ら 誘 導 さ れ る 単 位 を 任 意 に 含 み 、
該 ポ リ マ ー 中 に お い て 、 式 (IA)の パ ー フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル か ら 誘 導 さ れ る 環 状 単 位 が 、
≧ 95モ ル %で あ り 、
該 イ オ ン 性 末 端 基 が ニ コ レ ッ ト (登 録 商 標 )ネ ク サ ス FT-IR装 置 (256ス キ ャ ン 、 解
像 度 2 cm - 1 )に よ る フ ー リ エ 変 換 IR分 光 法 を 用 い て 次 の 方 法 ：
　 直 径 5 mmお よ び 厚 さ 50～ 300ミ ク ロ ン を 有 す る 、 焼 結 ポ リ マ ー の 粉 末 ペ レ ッ ト (1.75～ 10

の 測 定 、



.5 mgの ポ リ マ ー )で 、 ま ず 4000 cm - 1 ～ 400 cm - 1 の ス キ ャ ン を 行 い 、 次 い で ペ レ ッ ト を
ア ン モ ニ ア 蒸 気 で 飽 和 し た 環 境 に 12時 間 移 し ；
　 こ の 期 間 の 最 後 に 、 最 初 の IRス ペ ク ト ル と 同 じ 条 件 下 で IRス ペ ク ト ル を 記 録 し ；
　 未 処 理 の 試 験 片 に 関 す る ス ペ ク ト ル (開 始 ス ペ ク ト ル )の シ グ ナ ル か ら 、 ア ン モ ニ ア 蒸 気
へ の 曝 露 後 の 試 験 片 の ス ペ ク ト ル の 対 応 す る シ グ ナ ル を 減 ず る こ と に よ り 2つ の ス ペ ク ト
ル を 合 成 す る こ と に よ り 、 次 の 式 ：
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　 に よ り 標 準 化 さ れ る 「 差 」 ス ペ ク ト ル を 描 き 、 ア ン モ ニ ア 蒸 気 と の 反 応 後 の COOHお よ び
COF末 端 基 (末 端 基 が こ の 反 応 物 と と も に 検 出 可 能 な ピ ー ク を 生 じ さ せ る )に 関 す る 吸 光 度
を 測 定 し ；
　 エ ム ・ ピ ア ン カ ら の 刊 行 物 (「 エ ン ド グ ル ー プ ス イ ン フ ル オ ロ ポ リ マ ー ズ 」 、 ジ ャ ー ナ
ル ・ オ ブ ・ フ ル オ ラ イ ン ・ ケ ミ ス ト リ ー 、 第 95巻  (1999)、 第 71～ 84頁 、 本 明 細 書 中 に 参
照 と し て 組 み 込 ま れ る )の 第 73頁 の 表 1に 報 告 さ れ た 吸 光 係 数 を 用 い る こ と に よ り 、 吸 光 度
を ミ リ モ ル / kg-ポ リ マ ー に 変 換 し ；
　 得 ら れ た 値 が 、 ポ リ マ ー kg 当 た り の 極 性 末 端 基 ミ リ モ ル と し て の 残 存 極 性 末 端 基 の 濃
度 を 示 し ：
　 ポ リ マ ー に お い て 、 COOH基  (波 長 3600～ 3500、 1820～ 1770 cm - 1 )お よ び ／ ま た は COF基 (
1900～ 1830 cm - 1 ) に 関 す る ス ペ ク ト ル ピ ー ク が 検 出 不 可 能 で あ る
に よ り 、
波 長 157 nmに お け る 透 明 フ ィ ル ム を 製 造 す る た め の 非 晶 質 パ ー フ ル オ ロ 化 ポ リ マ ー の 使 用
。
【 請 求 項 ２ 】
　 不 安 定 な イ オ ン 性 末 端 基 が 、 COF、 COOHま た は そ れ ら の ア ミ ド 誘 導 体 、 エ ス テ ル も し く
は 塩 で あ る 、 請 求 項 1に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ３ 】
　 パ ー フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル の 式 (IA)に お い て 、 R' F  = OCF 3 で あ り 、 X 1  = X 2  = Fで あ る
、 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ４ 】
　 非 晶 質 パ ー フ ル オ ロ 化 ポ リ マ ー に お い て 使 用 可 能 な 任 意 の コ モ ノ マ ー が 、 次 の ：
－ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン (TFE)、 ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ペ ン (HFP)の よ う な C 2 ～ C 8 パ ー フ ル
オ ロ オ レ フ ィ ン ；
－  CF 2 =CFOR f パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル (PAVE) (式 中 、 R f は C 1 ～ C 6 パ ー フ ル オ
ロ ア ル キ ル 、 例 え ば CF 3 、 C 2 F 5 、 C 3 F 7 で あ る )；
－  CF 2 =CFOXパ ー フ ル オ ロ -オ キ シ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル (式 中 、 Xは 、 C 1 ～ C 1 2 ア ル キ ル
ま た は C 1 ～ C 1 2 オ キ シ ア ル キ ル ま た は 1つ 以 上 の エ ー テ ル 基 を 有 す る C 1 ～ C 1 2  (パ ー )フ ル オ
ロ － オ キ シ ア ル キ ル 、 例 え ば パ ー フ ル オ ロ -2-プ ロ ポ キ シ -プ ロ ピ ル で あ る )；
－ パ ー フ ル オ ロ ジ オ キ ソ ー ル (こ こ で 、 式 (IA)に お い て 、 R' F  = Fで あ り ； X 1 お よ び X 2 は 互
い に 同 一 ま た は 異 な っ て 、 Fま た は CF 3 か ら 選 択 さ れ 、 好 ま し く は X 1  = X 2  = Fで あ る )；
－ 一 般 式  CFX A I =CX A I OCF 2 OR A I  (A-I)
　 (式 中 ：
　 － R A I は 、 直 鎖 も し く は 分 岐 鎖 の C 2 ～ C 6 パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 、 ま た は 1～ 3個 の 酸 素
原 子 を 有 す る C 5 ～ C 6 の 環 状 も し く は C 2 ～ C 6 の 直 鎖 も し く は 分 岐 鎖 の パ ー フ ル オ ロ オ キ シ ア
ル キ ル 基 で あ り ； R A I は 次 の ： Cl、 Brお よ び Iか ら 選 択 さ れ る 、 同 一 ま た は 異 な る 1～ 2個 の
原 子 を 任 意 に 含 有 す る こ と が で き ；
　 － X A I  = Fで あ る )、
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行 わ れ る



一 般 式  CF 2 =CFOCF 2 OCF 2 CF 2 OY A I  (A-II) 
　 (式 中 、 Y A I  = Fま た は CF 3 で あ る ) 
の パ ー フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル (MOVE)、 特 に (MOVE I) CF 2 =CFOCF 2 OCF 2 CF 3 お よ び (MOVE II
) CF 2 =CFOCF 2 OCF 2 CF 2 OCF 3 が 好 ま し い
の 1つ 以 上 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 1～ 3の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ポ リ マ ー が 、 式 (IA) (式 中 、 R' F  = OCF 3 で あ り 、 X 1  = X 2  = Fで あ る )の パ ー フ ル オ ロ ジ
オ キ ソ ー ル の ホ モ ポ リ マ ー で あ る 、 請 求 項 １ ～ 4の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ６ 】
　 フ ィ ル ム が 、 パ ー フ ル オ ロ 化 溶 剤 中 の 請 求 項 1～ 5の い ず れ か 1項 に 記 載 の 非 晶 質 パ ー フ
ル オ ロ 化 ポ リ マ ー の 溶 液 か ら 出 発 し て 、 流 延 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ ま た は 他 の 通 常 の 方 法
に よ り つ く ら れ る 、 請 求 項 1～ 5の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ポ リ マ ー 溶 液 に 用 い ら れ る パ ー フ ル オ ロ 化 溶 剤 が 、 次 の ： 例 え ば ガ ル デ ン (登 録 商 標 ) L
S165の よ う な 、 好 ま し く は 沸 点 が 200℃ よ り 低 い パ ー フ ル オ ロ ア ル カ ン お よ び パ ー フ ル オ
ロ ポ リ エ ー テ ル ； な ら び に 第 3級 パ ー フ ル オ ロ ア ミ ン な ど の 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 6に
記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ８ 】
　 溶 剤 と し て 、 鎖 中 に 繰 返 し 単 位 (OCF 2 )お よ び (OCF 2 CF 2 )を 含 有 す る 直 鎖 構 造 を 有 す る パ
ー フ ル オ ロ ポ リ エ ー テ ル を 用 い る 、 請 求 項 6ま た は 7に 記 載 の 使 用 。
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